
マガレイ（北海道北部系群）①

図1 分布域
日本海北部で産卵されたものが、
そこで着底し一生を過ごす群と、
オホーツク海へ運ばれて着底し、
そこで未成魚期を過ごした後、
成熟の進行に伴い日本海北部へ
産卵回遊する群が存在する。

マガレイは樺太・千島以南の日本各地の沿岸に広く分布し、本系群はこのうち北海道の日本海からオホーツク海
の沿岸域に分布する群である。本系群の漁獲量や資源量等は漁期年（7月～翌年6月）の数値を示す。
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図2 漁獲量の推移
漁獲量は1990年代後半に増加し、その後は増
減を繰り返しながら長期的には減少して推移し、
2022年漁期の漁獲量は1,167トンであった。

表1．余剰生産モデルの事前情報
モデル 形状パラメータ 内的自然増加率 標準偏差

Model 0 無情報 無情報 無情報
Model 1 2.0 0.59 1.0
Model 2 2.0 0.59 0.5

資源評価に用いた余剰生産モデルでは事前情報の与え方の
シナリオを3つ考慮し、3つの基本モデルから資源状態を評
価した。
本資料における、管理基準値等については、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）における検討材料として、研究機関会議
において暫定的に提案されたものである。これらについては、ステークホルダー会合を経て最終化される。

漁獲量単位：トン
横軸ラベル：漁期年
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マガレイ（北海道北部系群）②

図4 漁獲圧の推移（灰色の網掛けは90％信頼区間）
漁獲圧は2006年漁期まで低下傾向で推移した後、
2015年漁期まで横ばいから僅かに上昇で推移し、
2016年漁期から再び低下に転じた。2022年漁期の漁
獲圧は0.18（90%信頼区間は0.11～0.30） *と推定
された。

図3 資源量の推移（灰色の網掛けは90％信頼区間）
資源量は2007年漁期にピークを記録した後は、2014
年漁期まで減少した。2016～2018年漁期に増加した
が2019年漁期から減少に転じて2022年漁期は6.4千
トン（90%信頼区間は3.9千～10.3千トン）*と推定
された。

*本資料では各種数値の代表値および信頼区間（または予測区間）を示しているが、これらは3つの基本モデル
の結果を統合して算出した値である。3モデルの合計で30,000回（将来予測では3,000回）の繰り返し計算を
した結果の、中央値を代表値、5パーセンタイル値と95パーセンタイル値を90%信頼区間（または予測区間）
とした。この後も推定結果を示す際はこの定義に従うこととした。
本資料における、管理基準値等については、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）における検討材料として、研究機関会議
において暫定的に提案されたものである。これらについては、ステークホルダー会合を経て最終化される。

漁獲量単位：千トン
横軸ラベル：漁期年
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マガレイ（北海道北部系群）③

図5 余剰生産量曲線（灰色の網掛けは、
縦軸が余剰生産量、横軸が環境収容力の
90％信頼区間）に基づく管理基準値案
目標管理基準値として、余剰生産量が最
大（MSY）となる資源量（Bmsy）、限
界管理基準値として1990～2021年漁期
の資源量の最低値（Bmin）、禁漁水準と
して0トンを提案する。
Bmsyに対してBminは約7割に達し、こ
れまで資源量は高い水準で維持されてき
た。

目標管理基準値案
（90%信頼区間）

限界管理基準値案
（90%信頼区間） 禁漁水準案 2022年漁期の資源量

（90%信頼区間）
MSY

（90%信頼区間）
2022年漁期の

漁獲量
Bmsy

5.4千トン*
（3.5千～8.2千トン*）

Bmin
4.0千トン*

（2.5千～6.4千トン*）
0トン 6.4千トン*

（3.9千～10.3千トン）*
2.7千トン*

（2.1千～3.4千トン）* 1,167トン

本資料における、管理基準値等については、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）における検討材料として、研究機関会議
において暫定的に提案されたものである。これらについては、ステークホルダー会合を経て最終化される。

*2023年度資源評価結果に基づく値であり、今後の資源評価により更新される可能性がある。
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図7 漁獲管理規則案（上図：縦軸は漁獲圧、
下図：縦軸は漁獲量）
Fmsyに乗じる調整係数であるβを0.7とした
場合の漁獲管理規則案を黒い太線で示す。

本資料における、管理基準値等については、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）における検討材料として、研究機関会議
において暫定的に提案されたものである。これらについては、ステークホルダー会合を経て最終化される。

マガレイ（北海道北部系群）④

図6 神戸プロット（神戸チャート）
資源量（B）の中央値は、1990、1992、1993、
2012～2015年漁期を除いて余剰生産量が最大
（MSY）となる資源量（Bmsy）を上回り、2022年
漁期の資源量（図中の青丸）は90%信頼区間（図中
の網掛けの楕円）の一部を除き、Bmsyを上回った。
漁獲圧（F）の中央値は、1992年を除き、MSYを実
現する漁獲圧（Fmsy）を下回り、2022年漁期の漁
獲圧は90%信頼区間も含めてFmsyを下回った。
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マガレイ（北海道北部系群）⑤
将来の漁獲量（千トン）将来の資源量（千トン）

MSY
2.7千トン

本資料における、管理基準値等については、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）における検討材料として、研究機関会議
において暫定的に提案されたものである。これらについては、ステークホルダー会合を経て最終化される。

過去の資源量推定値および漁獲量
漁獲管理規則案に従う将来予測
（β=0.7の場合）
現状の漁獲圧に基づく将来予測

実線は予測結果の中央値を、網掛けは予測結果
（3千回のシミュレーションを試行）の90%が
含まれる範囲を示す。

MSY
目標管理基準値案
限界管理基準値案
禁漁水準案

Bmsy
5.4千トン

図8 漁獲管理規則案の下での資源量と漁獲量の将来
予測（現状の漁獲圧は参考）
βを0.7とする漁獲管理規則案に基づく漁獲を継続し
た場合の将来予測結果を示す。資源量の中央値は
Bmsyを上回る水準で、漁獲量の中央値はMSYをやや
下回る水準でそれぞれ推移する。
なお、90%予測区間の幅は広く、その一部は目標管
理基準値案および限界管理基準値案を下回る.
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β 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034
1.0 1.2 1.5 4.4 3.3 3.3 2.9 2.7 2.6 2.5 2.5 2.7 2.8 2.8
0.9 1.2 1.5 4.0 3.1 3.1 2.9 2.7 2.6 2.6 2.6 2.6 2.7 2.7
0.8 1.2 1.5 3.5 2.9 2.9 2.8 2.7 2.6 2.5 2.6 2.6 2.6 2.6
0.7 1.2 1.5 3.1 2.7 2.7 2.6 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5
0.6 1.2 1.5 2.6 2.4 2.4 2.4 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3
0.5 1.2 1.5 2.2 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1

現状の漁獲圧 1.2 1.5 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.7

2034年漁期に資源量が目標管理基準値案Bmsy（5.4千トン*）を上回る確率
2034年漁期に資源量が限界管理基準値案Bmin（4.0千トン*）を上回る確率

β 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034
1.0 6.4 8.2 8.7 6.4 5.8 5.2 4.9 4.9 5.1 5.3 5.6 5.5 5.5 73% 55%
0.9 6.4 8.2 8.7 6.7 6.3 5.7 5.4 5.5 5.6 5.8 6.0 6.0 6.1 80% 63%
0.8 6.4 8.2 8.7 7.1 6.7 6.3 6.0 6.1 6.2 6.3 6.5 6.6 6.7 86% 70%
0.7 6.4 8.2 8.7 7.4 7.1 6.9 6.7 6.8 6.8 6.9 7.0 7.1 7.2 91% 78%
0.6 6.4 8.2 8.7 7.8 7.6 7.5 7.4 7.4 7.4 7.5 7.6 7.6 7.7 94% 85%
0.5 6.4 8.2 8.7 8.2 8.1 8.1 8.0 8.1 8.0 8.0 8.2 8.2 8.2 96% 90%

現状の漁獲圧 6.4 8.2 8.6 8.7 8.8 8.9 8.9 8.9 8.9 8.8 8.9 9.0 9.0 99% 95%

マガレイ（北海道北部系群）⑥
表2．将来の資源量中央値（千トン）

表3．将来の漁獲量中央値（千トン）

漁獲管理規則案に基づく将来予測において、βを0.5～1.0の範囲で変更した場合と現状の漁獲圧（2022年漁
期：β=0.36相当）で漁獲を続けた場合の資源量と漁獲量の中央値の推移を示す。2023年漁期の漁獲量は現状
の漁獲圧により仮定し、2024年漁期から漁獲管理規則案に基づく漁獲を開始する。
βを0.7とした場合、2024年漁期の漁獲量中央値は3.1千トン、2034年漁期に資源量が目標管理基準値案を上
回る確率は78%、限界管理基準値案を上回る確率は91%と予測される。

本資料における、管理基準値等については、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）における検討材料として、研究機関会議
において暫定的に提案されたものである。これらについては、ステークホルダー会合を経て最終化される。

* 2023年度資源評価結果に基づく中央値。今後の資源評価により更新される可能性がある。
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マガレイ（北海道北部系群）⑦
表4．予測される資源量・漁獲量と資源量が管理基準値案を上回る確率および管理開始後10年間に一度でも資
源量が以下の水準を下回るリスクのまとめ

本資料における、管理基準値等については、資源管理方針に関する検討会（ステークホルダー会合）における検討材料として、研究機関会議
において暫定的に提案されたものである。これらについては、ステークホルダー会合を経て最終化される。

βが1.0の場合、資源量が2034年漁期に目標管理基準値案を上回る確率は55%と予測されたが、予測区間が非常に広く、限界管
理基準値案のBminを上回る確率は73%、10年間で一度でも下回る確率が67%となり、資源量がBminを下回る可能性が高く、
資源の持続性へのリスクが大きい。
本資源では2034年漁期の目標達成確率を50%以上にする基準に加えて、Bminを下回るリスクを一定以下に抑える基準を満た
すことが必要とされた。
直近の資源状態は良好と評価されるが、上記のリスクを抑えるための閾値として、研究機関会議では資源量が漁獲管理開始10
年後にBminを上回る確率を90%以上、かつ、10年に一度でもBminを下回る確率を30%未満にすることを本資源の漁獲管理規
則として推奨する基準とした。
令和5年5月に開催した研究機関会議では、上記の基準を満たすβとして0.7以下を推奨した。本年度の資源評価結果では、βを
0.7とした場合に、資源量が2034年漁期にBminを上回る確率が91%に達し、10年に一度でもBminを下回る確率が32%となっ
た。
中長期的な漁獲量（2029～2033年漁期の予測漁獲量）はβを1.0から0.7に引き下げてもほとんど変化しない。

5年後 10年後 1年目
2～5年目
平均

6～10年目
平均

2029年
漁期

2034年
漁期

2024年
漁期

2025～
2028年
漁期

2029～
2033年
漁期

1.0 55% 73% 4.9 5.5 4.4 3.0 2.5 0% 3% 25% 34% 43% 54% 67%
0.9 63% 80% 5.5 6.1 4.0 2.9 2.6 0% 2% 19% 26% 33% 44% 56%
0.8 70% 86% 6.1 6.7 3.5 2.8 2.5 0% 2% 13% 18% 25% 34% 45%
0.7 78% 91% 6.8 7.2 3.1 2.6 2.5 0% 1% 8% 11% 15% 24% 32%
0.6 85% 94% 7.4 7.7 2.6 2.4 2.3 0% 1% 4% 6% 9% 15% 20%
0.5 90% 96% 8.1 8.2 2.2 2.1 2.1 0% 1% 2% 3% 5% 8% 12%

Bmin
β

予測資源量の中央値
（千トン）

予測漁獲量の中央値
（千トン）

資源量が水準を下回るリスク
（10年間に1度でも起きる確率）

資源量が
目標管理
基準値案
を上回る

B0.1msy B0.2msy B0.6msy B0.7msy B0.8msy

10年後の目標達成確率

資源量が
限界管理
基準値案
を上回る

B0.9msy
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簡易版用

														2034年漁期に資源量が目標管理基準値案Bmsy（5.4千トン*）を上回る確率 ギョキ シゲンリョウ アン セン

														2034年漁期に資源量が限界管理基準値案Bmin（4.0千トン*）を上回る確率 ギョキ シゲンリョウ ゲンカイ カンリ キジュンチ アン セン

		β		2022		2023		2024		2025		2026		2027		2028		2029		2030		2031		2032		2033		2034

		1.0		6.4		8.2		8.7		6.4		5.8		5.2		4.9		4.9		5.1		5.3		5.6		5.5		5.5		55%		73%

		0.9		6.4		8.2		8.7		6.7		6.3		5.7		5.4		5.5		5.6		5.8		6.0		6.0		6.1		63%		80%

		0.8		6.4		8.2		8.7		7.1		6.7		6.3		6.0		6.1		6.2		6.3		6.5		6.6		6.7		70%		86%

		0.7		6.4		8.2		8.7		7.4		7.1		6.9		6.7		6.8		6.8		6.9		7.0		7.1		7.2		78%		91%

		0.6		6.4		8.2		8.7		7.8		7.6		7.5		7.4		7.4		7.4		7.5		7.6		7.6		7.7		85%		94%

		0.5		6.4		8.2		8.7		8.2		8.1		8.1		8.0		8.1		8.0		8.0		8.2		8.2		8.2		90%		96%

		現状の漁獲圧 ゲンジョウ ギョカクアツ		6.4		8.2		8.6		8.7		8.8		8.9		8.9		8.9		8.9		8.8		8.9		9.0		9.0		95%		99%



		β		2022		2023		2024		2025		2026		2027		2028		2029		2030		2031		2032		2033		2034

		1.0		1.2		1.5		4.4		3.3		3.3		2.9		2.7		2.6		2.5		2.5		2.7		2.8		2.8

		0.9		1.2		1.5		4.0		3.1		3.1		2.9		2.7		2.6		2.6		2.6		2.6		2.7		2.7

		0.8		1.2		1.5		3.5		2.9		2.9		2.8		2.7		2.6		2.5		2.6		2.6		2.6		2.6

		0.7		1.2		1.5		3.1		2.7		2.7		2.6		2.5		2.5		2.5		2.5		2.5		2.5		2.5

		0.6		1.2		1.5		2.6		2.4		2.4		2.4		2.3		2.3		2.3		2.3		2.3		2.3		2.3

		0.5		1.2		1.5		2.2		2.1		2.1		2.1		2.1		2.1		2.1		2.1		2.1		2.1		2.1

		現状の漁獲圧 ゲンジョウ ギョカクアツ		1.2		1.5		1.6		1.6		1.6		1.6		1.6		1.6		1.6		1.6		1.6		1.6		1.7











Sheet1

		β		10年後の目標達成確率 ネンゴ モクヒョウ タッセイ カクリツ				予測資源量の中央値
（千トン） ヨソク シゲンリョウ チュウオウチ セン				予測漁獲量の中央値
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（10年間に1度でも起きる確率） シゲンリョウ スイジュン シタマワ ネンカン ド オ カクリツ

				資源量が目標管理基準値案を上回る シゲンリョウ モクヒョウ カンリ キジュンチ アン ウワマワ		資源量が限界管理基準値案を上回る シゲンリョウ ゲンカイ カンリ キジュンチアン ウワマワ		5年後 ネンゴ		10年後 ネンゴ		1年目 ネンメ		2～5年目
平均 ネンメ ヘイキン		6～10年目
平均 ネンメ ヘイキン		B0.1msy		B0.2msy		B0.6msy		B0.7msy		B0.8msy		B0.9msy		Bmin

								2029年
漁期 ネン ギョキ		2034年
漁期 ネン ギョキ		2024年
漁期 ネン ギョキ		2025～2028年
漁期 ネン ギョキ		2029～2033年
漁期 ネン ギョキ

		1.0		55%		73%		4.9		5.5		4.4		3.0		2.5		0%		3%		25%		34%		43%		54%		67%

		0.9		63%		80%		5.5		6.1		4.0		2.9		2.6		0%		2%		19%		26%		33%		44%		56%

		0.8		70%		86%		6.1		6.7		3.5		2.8		2.5		0%		2%		13%		18%		25%		34%		45%

		0.7		78%		91%		6.8		7.2		3.1		2.6		2.5		0%		1%		8%		11%		15%		24%		32%

		0.6		85%		94%		7.4		7.7		2.6		2.4		2.3		0%		1%		4%		6%		9%		15%		20%

		0.5		90%		96%		8.1		8.2		2.2		2.1		2.1		0%		1%		2%		3%		5%		8%		12%



















Sheet

		β		10年後の目標達成確率 ネンゴ モクヒョウ タッセイ カクリツ				予測資源量の中央値 ヨソク シゲンリョウ チュウオウチ				予測漁獲量の中央値 ヨソク ギョカクリョウ チュウオウチ						資源量が水準を下回るリスク シゲンリョウ スイジュン シタマワ

				資源量が目標管理基準値案を上回る シゲンリョウ モクヒョウ カンリ キジュンチ アン ウワマワ		資源量が限界管理基準値案を上回る シゲンリョウ ゲンカイ カンリ キジュンチアン ウワマワ		5年後 ネンゴ		10年後 ネンゴ		1年目 ネンメ		2～5年目
平均 ネンメ ヘイキン		6～10年目
平均 ネンメ ヘイキン		B0.1msy		B0.2msy		B0.6msy		B0.7msy		B0.8msy		B0.9msy		Bmin

								2029年
漁期 ネン ギョキ		2034年
漁期 ネン ギョキ		2024年
漁期 ネン ギョキ		2025～2028年
漁期 ネン ギョキ		2029～2033年
漁期 ネン ギョキ

		1.0		55%		73%		4.9		5.5		4.4		3.0		2.5		0%		3%		25%		34%		43%		54%		67%

		0.9		63%		80%		5.5		6.1		4.0		2.9		2.6		0%		2%		19%		26%		33%		44%		56%

		0.8		70%		86%		6.1		6.7		3.5		2.8		2.5		0%		2%		13%		18%		25%		34%		45%

		0.7		78%		91%		6.8		7.2		3.1		2.6		2.5		0%		1%		8%		11%		15%		24%		32%

		0.6		85%		94%		7.4		7.7		2.6		2.4		2.3		0%		1%		4%		6%		9%		15%		20%

		0.5		90%		96%		8.1		8.2		2.2		2.1		2.1		0%		1%		2%		3%		5%		8%		12%



				56				5018.6112627806		5338.282870861		4529.3202322914		3039.3665812424		2674.2830260944

				68				5528.1459287659		5850.9364630443		4079.2814043847		2939.6212552046		2661.9484140621

				81				6070.8034643171		6357.2533233471		3626.4944917053		2802.6952341105		2602.8913696301

				91				6616.4323973218		6869.9996289409		3173.4687194299		2621.546562067		2497.1104994904

				98				7243.452343351		7445.3717172731		2720.1160452256		2391.6837388989		2328.0289427727

				100				7878.3747222962		8025.2903688752		2266.8104426541		2115.2422296318		2095.0519748728





図 折れ線

														かけまわし		全操業網数 ゼン ソウギョウ アミ カズ		有漁網数 ユウリョウ アミ カズ

														1980		80,237		21,235

				漁獲量 ギョカク リョウ				漁獲量 ギョカク リョウ		漁獲量 ギョカク リョウ				1981		82,048		27,167

		漁期年 ギョキ ネン		沖底 オキ ソコ		沿岸 エンガン		日本 ニホン		外国 ガイコク				1982		80,235		27,838

		1980						717		179				1983		70,044		26,721

		1981		8		1		572		143				1984		69,808		25,981

		1982		6		1		857		214				1985		81,963		26,339

		1983		6		1		1142		286				1986		59,049		13,354

		1984		7		1		1020		255				1987		69,644		17,417

		1985		7		1		510		127				1988		72,690		15,502

		1986		8		1		319		80				1989		65,612		16,052

		1987		9		1		278		69				1990		66,355		17,585

		1988		11		1		303		76				1991		55,885		8,897

		1989		11		1		434		109				1992		51,143		11,809

		1990		7		1		338		84				1993		48,522		11,736

		1991		3		1		502		125				1994		51,356		14,397

		1992		3		1		261		65				1995		47,856		18,075

		1993		2		1		207		52				1996		45,547		13,455

		1994		2		1		100		25				1997		46,751		15,975

		1995		2		1		22		6				1998		43,098		14,582

		1996		2		1		21		5				1999		36,761		16,055

		1997		2		1		65		16				2000		27,373		9,513

		1998		2		1		318		80				2001		26,342		8,683

		1999		1		1		94		23				2002		24,068		8,234

		2000		1		1		112		28				2003		27,222		11,850

		2001		1		1		215		54				2004		26,545		10,233

		2002		2		1		255		64				2005		27,499		11,395

		2003		1		1		92		23				2006		28,190		11,829

		2004		1		1		61		15				2007		25,809		13,767

		2005		2		1		73		18				2008		22,020		11,164

		2006		1		1		42		11				2009		23,201		11,960

		2007		1		1		37		9				2010		20,766		9,298

		2008		1		1		60		15				2011		20,910		11,461

		2009		1		1		145		36				2012		17,440		6,986

		2010		1		1		181		45				2013		19,594		9,031

		2011		1		1		196		49				2014		18,912		7,548

		2012		2		1		151		38				2015		14,833		5,228

		2013		2		1		141		35				2016		14,561		6,258

		2014		1		1		104		26				2017		15,217		6,548

		2015		2		1		102		26				2018		13,690		5,471

		2016		1		1		82		20				2019		13,417		4,996

		2017		1		1		101		25				2020		11,841		3,341

		2018		1		1		177		44				2021		11,648		3,682

		2019		1		1		241		60				2022		10,444		2,604

		2020		1		1		362		91

		2021		2		1		384		96











全操業網数	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	2020	2021	2022	80237	82048	80235	70044	69808	81963	59049	69644	72690	65612	66355	55885	51143	48522	51356	47856	45547	46751	43098	36761	27373	26342	24068	27222	26545	27499	28190	25809	22020	23201	20766	20910	17440	19594	18912	14833	14561	15217	13690	13417	11841	11648	10444	有漁網数	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	2020	2021	2022	21235	27167	27838	26721	25981	26339	13354	17417	15502	16052	17585	8897	11809	11736	14397	18075	13455	15975	14582	16055	9513	8683	8234	11850	10233	11395	11829	13767	11164	11960	9298	11461	6986	9031	7548	5228	6258	6548	5471	4996	3341	3682	2604	漁期年





網数（千網）











マーカー付き折れ線グラフ

				標準化CPUE ヒョウジュンカ		残存資源量 ザンゾン シゲンリョウ

		1990				3,715		2326

		1991				2,712		2770.0

		1992				1,622		2607.0

		1993				1,658		2177.0

		1994				3,558		2863.0

		1995				3,530		4229.0

		1996				4,988		3671.0

		1997				4,933		4002.0

		1998				3,978		2747.0

		1999				5,083		3475.0

		2000		26.2		3,890		2538.0		28.0421476884

		2001		31.0		2,870		2250.0		33.2333736348

		2002		43.2		2,631		2624.0		53.4699951595

		2003		48.4		4,032		4016.0		49.644245986

		2004		32.3		2,675		2603.0		35.1948999701

		2005		39.0		3,154		2569.0		47.1779141357

		2006		44.6		3,088		2357.0		51.1236370928

		2007		69.9		4,594		3622.0		73.7500490479

		2008		52.6		3,987		2596.0		49.0697946899

		2009		38.9		4,173		2209		39.9475603689

		2010		30.8		4,634		2013		26.1739928217

		2011		48.7		4,493		2930		62.7975694542

		2012		23.1		2,721		1737		36.3247024533

		2013		33.0		2,436		1698		33.3420112089

		2014		19.3		1,712		1416		23.4901597804

		2015		20.2		1,693		1719		29.7444293228

		2016		39.9				2179		47.9146810484

		2017		44.1				2080		60.3842397765

		2018		50.0				2246		70.2916571416

		2019		53.4				1726		64.3574222413

		2020		42.3				1366		66.0395787269

		2021		31.2				1242		58.7011633042

		2022		33.2				1168		54.4729532818





































標準化CPUE	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	2020	2021	2022	26.2	31	43.2	48.4	32.299999999999997	39	44.6	69.900000000000006	52.6	38.9	30.8	48.7	23.1	33	19.3	20.2	39.9	44.1	50	53.4	42.3	31.2	33.200000000000003	残存資源量	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	2020	2021	2022	3715	2712	1622	1658	3558	3530	4988	4933	3978	5083	3890	2870	2631	4032	2675	3154	3088	4594	3987	4173	4634	4493	2721	2436	1712	1693	漁期年





CPUE（kg/網）





残存資源量（千トン）









漁獲量	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	2020	2021	2022	2326	2770	2607	2177	2863	4229	3671	4002	2747	3475	2538	2250	2624	4016	2603	2569	2357	3622	2596	2209	2013	2930	1737	1698	1416	1719	2179	2080	2246	1726	1366	1242	1168	漁期年





漁獲量（千トン）







標準化CPUE	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	2020	2021	2022	28.042147688373301	33.233373634849201	53.469995159476298	49.644245986032402	35.194899970147503	47.177914135698202	51.123637092772498	73.750049047887003	49.069794689856501	39.947560368878499	26.173992821710002	62.797569454209899	36.324702453324001	33.342011208896203	23.490159780360401	29.744429322814799	47.914681048383898	60.384239776529498	70.291657141558304	64.357422241257893	66.039578726921306	58.7011633041907	54.472953281829597	残存資源量	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	2020	2021	2022	3715	2712	1622	1658	3558	3530	4988	4933	3978	5083	3890	2870	2631	4032	2675	3154	3088	4594	3987	4173	4634	4493	2721	2436	1712	1693	漁期年





CPUE（kg/網）





残存資源量（千トン）











図 棒グラフ積み上げ

		漁獲量（千トン） ギョカクリョウ セン				沖底 オキ ソコ		沿岸 エンガン

				1980		1,994				1,994

				1981		1,999				1,999

				1982		1,204				1,204

				1983		962				962

				1984		690				690

				1985		588		2,448		3,036

				1986		348		1,441		1,789

				1987		296		1,317		1,613

				1988		306		2,102		2,408

				1989		427		1,917		2,344

				1990		389		1,937		2,326

				1991		349		2,421		2,770

				1992		249		2,358		2,607

				1993		347		1,830		2,177

				1994		444		2,419		2,863

				1995		789		3,440		4,229

				1996		505		3,166		3,671

				1997		767		3,235		4,002

				1998		368		2,379		2,747

				1999		595		2,880		3,475

				2000		267		2,271		2,538

				2001		256		1,994		2,250

				2002		336		2,288		2,624

				2003		526		3,490		4,016

				2004		358		2,245		2,603

				2005		450		2,119		2,569

				2006		506		1,851		2,357

				2007		814		2,808		3,622

				2008		505		2,091		2,596

				2009		366		1,843		2,209

				2010		291		1,722		2,013

				2011		719		2,211		2,930

				2012		330		1,407		1,737

				2013		330		1,368		1,698

				2014		287		1,129		1,416

				2015		260		1,459		1,719

				2016		513		1,666		2,179

				2017		553		1,527		2,080

				2018		673		1,573		2,246

				2019		379		1,347		1,726

				2020		319		1,047		1,366

				2021		215		1,027		1,242

				2022		240		928		1,168



沖底	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	2020	2021	2022	1994	1999	1204	962	690	588	348	296	306	427	389	349	249	347	444	789	505	767	368	595	267	256	336	526	358	450	506	814	505	366	291	719	330	330	287	260	513	553	673	379	319	215	240	沿岸	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	2015	2016	2017	2018	2019	2020	2021	2022	2448	1441	1317	2102	1917	1937	2421	2358	1830	2419	3440	3166	3235	2379	2880	2271	1994	2288	3490	2245	2119	1851	2808	2091	1843	1722	2211	1407	1368	1129	1459	1666	1527	1573	1347	1047	1027	928	漁期年





漁獲量（千トン）
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